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①6側⾯ベースでの貴社の位置付け

■6側⾯のうち、最も貴社の強みとなる側⾯…

■6側⾯のうち、最も改善が期待される側⾯…

②57項⽬ベースでの貴社の位置付け

■57指標のうち、貴社の強みと考えられる項⽬

品質重視の考え⽅の位置付けと普及
品質経営とCSR活動
社⻑や経営幹部による品質経営診断の実施
職場の品質意識向上のための管理者・監督者の対応

■57指標のうち、指定企業と⽐較してギャップがあり、かつ貴社の業種・業態から考えても改善余地ありと考えられる項⽬

品質以外の重要課題に関する⽅針管理活動
全社の『製品』の市場品質不良コスト
市場品質トラブルから来る苦情を適切に処理する仕組み
クレームの⽬標値管理
品質不良コストの把握[54] BQ6,BQ31

[24] AQ22
[43] BQ4
[53] BQ3

[38] BQ29

項⽬名 参照Q番号

[18] AQ6

[1] AQ1
[13] AQ30,AQ31

[22] AQ10

エグゼクティブサマリー

 顧客・社会への信頼の確保

クレーム管理と仕組みの⽔平展開

項⽬名 参照Q番号

評価結果からわかる貴社の強みと弱みを一覧でき

る形で表しています。
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　1.指標別まとめ（Aパート）

品質重視の考え⽅の位置付けと普及
企業理念への⼈間性尊重の考え⽅の反映
品質経営についての収集・分析
品質経営推進組織
重⼤な品質事故への社⻑の対応
コンプライアンス・モラルハザードへの社⻑の未然防⽌策
コンプライアンス・モラルハザードへの未然防⽌策
組織⽂化向上への活動の進度
重⼤な品質事故の発⽣した場合の対応⽅法
重⼤な品質事故時の顧客被害拡⼤防⽌の対策
重⼤な品質事故を未然防⽌するための取り組み
エンゲージメントサーベイの実施
品質経営とCSR活動
最新技術を⽤いた取り組み
働き⽅改⾰と品質経営の関係
品質活動責任者と推進組織
品質⽅針の策定
品質以外の重要課題に関する⽅針管理活動
社⻑による品質活動の確認
社⻑による⽇常的な業務活動の確認
コロナ禍における現場の空気感を実感する努⼒
社⻑や経営幹部による品質経営診断の実施
過去５年の品質関連の受賞
全社の『製品』の市場品質不良コスト
品質教育と⼈材育成
マネージャークラスの品質教育計画
品質経営教育に関わる費⽤の把握
提案制度を設けている割合
⼩集団改善活動への参加率
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Ⅱ－2．貴社のポジショニング（6側⾯詳細） Ⅱ．分析結果

貴社 指定企業
平均
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細かな評価項目ごとに、貴社偏差値と業種、指定企業の

平均偏差値が一覧比較できます。
※指定企業は新聞掲載企業を参考に５社以上でご指定ください。

※掲載外でも気になる企業がありましたら別途比較可能か個別に確認いた

します。
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　顧客・社会への信頼の確保

[1]品質重視の考え⽅の位置付けと普及 [2]企業理念への⼈間性尊重の考え⽅の反映

Ⅱ－3．貴社のポジショニング（6側⾯詳細・指標ごと） Ⅱ．分析結果

59.1貴社偏差値貴社偏差値 61.8

社数 最⾼ 最低 平均 中央値

59.1 46.7 56.0

10.0 49.5 52.9

34.3 51.0

全体 153 59.1

指定企業 10

貴社業種 26 59.1

中央値

全体 153 69.4 9.0 49.5 46.8
社数 最⾼ 最低 平均

貴社業種 26 61.8 31.7 50.6

指定企業 10 69.4 46.8 59.6
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細かな評価項目ごとに、ヒストグラム形式で貴社のポジ

ショニングを表しています。指定企業は平均だけでなく

１社ずつプロットしており、各社の分布も確認することが

できます。
※どの点がどの企業かはわからないようになっています。

※個別回答のわかってしまうカスタマイズはお受けできません。
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　Aパート・SQおよびベストプラクティス集の⾼評価回答

当社は3年単位で品質改善⽅針と施策を打ち出し、関係部署を巻き込んだTQMを⽬指しています。企画→設計→量産移⾏といった全プロセスにおける課題を抽出し、それらをチームやWG単位で解決（分析、
影響度、改善、標準化、効果確認）を⾏っています。その結果、2020〜2022の3年間で不適合コスト率は50%減少し、不良コストも30%減少しました。2023年度からは新たな品質改善⽅針を打ち出し、3
年計画で65課題の解決に取り組んでいます。これらは年度毎の部課のKPIとも連動し、全員参加の活動となるようにしています。当社は3年単位で品質改善⽅針と施策を打ち出し、関係部署を巻き込んだTQMを
⽬指しています。企画→設計→量産移⾏といった全プロセスにおける課題を抽出し、それらをチームやWG単位で解決（分析、影響度、改善、標準化、効果確認）を⾏っています。その結果、2020〜2022の3
年間で不適合コスト率は50%減少し、不良コストも30%減少しました。2023年度からは新たな品質改善⽅針を打ち出し、3年計画で65課題の解決に取り組んでいます。これらは年度毎の部課のKPIとも連動
し、全員参加の活動となるようにしています。

Ⅲ－１．ベストプラクティス集＜仕組み作り・Aパート＞ Ⅲ．ベストプラクティス集

※体裁を整えるため、⽂章は⼀部改変しています。また、企業が特定されるような具体例や固有名詞は⼀部加⼯しています（「●●」は固有名詞等）。
※ここで掲載しているのは加点対象となった回答の⼀部で、全てではありません。企業が特定されかねない内容の場合などは掲載の対象から外しています。

顧客要求の⾼まりに応えるべく、中期経営計画2025の策定タイミングである2023年に「質の⾼い製品とサービスの提供」を⽬指し、品質保証本部が独⽴組織として設⽴され、社⻑が本部⻑を務めることとなりまし
た。この組織は、品質保証と安全に関する活動を牽引し、現場の実態把握や体制の⾒直しや新設を迅速に⾏うことを⽬的としています。本部設⽴後、製品およびサービスの品質に関する全社横断的な情報共有と
品質改善活動を推進するため、各種会議体や分科会の設置を進めました。過去にも同様の取り組みは存在しましたが、今回、社⻑⾃らがリーダーを務める独⽴した品質保証組織が運営することで、明らかな効果
が上がってきています。⼀例として、納⼊時のキズ打痕が対前年⽐で30%減少しました。また、発⽣してしまった品質課題に対しても、品質保証本部がその機能を発揮し、対応の迅速化が図られています。さらに、
社内システムに各種品質情報を関連付ける仕組みが構築され、品質課題の顕在化と迅速な対応に⼤いに貢献しています。 この体制により、製品およびサービスの品質に関する活動が⼀層強化され、全社的な品
質経営が推進されています。

AQ4︓品質活動責任者と推進組織/直近

AQ4︓品質活動責任者と推進組織/⻑期
社⻑の意思と意欲の根底にある「お客様要求品質第⼀」への強いメッセージをグループ全社員が毎⽇繰り返し輪読の上、所感を1分間スピーチ。（経営理念をもとに経営計画書として明⽂化）その中でも「クレーム
（広義の品質）対応」に関する項⽬として、いわゆるバットニュースファーストについて、決して叱らないことや個⼈評価に影響させないこと、並びに、速やかに事実のみを伝達すること（あれこれ調べるのは報告の
後）、直ちに伝えないことには厳罰を、など、⼼理的安全性をトップが宣⾔して社内に浸透させていることで、オープンに品質問題が上がってくると同時に、何よりも「品質」を第⼀として全社通底するということがこの6年
で⾒違える程、⽂化となったこと。

AQ5︓品質⽅針の策定/⻑期
２０２１年度〜２０２５年度の５ケ年の中期経営計画を策定し、「感動を創造していく会社」をビジョンに掲げ、６つの⾻⼦からなる重点施策を全社で展開している。各部⾨が年度毎に設定する「課題とリスク
抽出シート」を鑑みながら部⾨毎の実施事項と品質⽬標を設定し、計画的に確実に品質向上に向けた活動を展開している。各部⾨の実施事項は四半期毎に社⻑を含めた役員に報告し、都度、進捗状況におけ
る適切なアドバイスを得、速やかに改善業務を実⾏している。また、品質⽬標に関しては、１回／２か⽉に実施している「品質定例会」において、社⻑を含めた役員に報告する場にて、その達成状況について確認す
ると共に、⽬標達成に向けた適切な指⽰・アドバイスを受け、品質改善に向けて取り組んでいる。これらの活動は全従業員を巻き込んだ品質向上活動に繋がり、原点思想である「品質こそ我らが命」が⼀⼈ひとりに
浸透し、「品質⼒」が当社の強みになっている。その結果、顧客の新規取引きの開始や新規受注の獲得に繋がり、現在も良好なパートナーとして位置付けされており、安定した経営基盤の構築に貢献している。

AQ5︓品質⽅針の策定/直近

高評価を得たベストプラクティスや事例記述の一部を

紹介しています。

取り組みの参考としてお使いいただけます。
※個社が特定できないよう配慮しています。
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　4.全社の市場品質不良コストの増減

≪分析軸別平均値≫

≪回答の分布≫

指定企業 10 -27.0

全体 122 -12.5

貴社業種 21 -17.1

 1兆円以上 -16.4

貴社回答 0％（変化なし）

社数 平均

その他 -20.4 3000〜5000億円未満 -19.3
5000億〜1兆円未満 -4.6

輸送⽤機器 -6.9 1000億円未満 -16.8
建設 -23.2 1000〜3000億円未満 -1.9

機械・精密機器 -4.7 サービス -23.4
電気機器 -13.1 【全社売上⾼】

化学・繊維・医薬品 -17.1 部品 -13.0
⽯油・ゴム・窯業・⾦属 1.0 組⽴ -7.5

Ⅳ－1．品質不良コスト Ⅳ．データ編

AQ22SQ3SSQ
SQ1で回答された市場品質不良により⽣じたコストの対売上⾼⽐率は、2021年度と⽐べてどの
程度増減しましたか。（１つだけ）

平均 平均

【業種】 【業態】
⾷品・⽔産 -7.5 素材 -14.6
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品質不良コスト、品質教育コスト、提案制度、小集団活動について、

評価項目ごとに指定企業との比較をプロットして表しています。

業種、業態、全社売上高別の平均も表示し、貴社のポジショニング

が確認できます。
※どの点がどの企業かはわからないようになっています。

※個別回答のわかってしまうカスタマイズはお受けできません。
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